
  発行日： ２０２２年１２月２８日

活動期間： 53期（２０２1年10月1日 ～ ２０22年9月30日）

53期　環境経営レポート

  改定日： ２０２３年　４月１０日
認証番号0006962



環境経営レポート

目次 １．組織の概要 -頁2

２．環境経営方針 -頁3

３．活動組織及び役割分担 -頁4

４．環境経営目標と実績 -頁5,6

５．活動計画及び結果、評価 -頁7

６．適合法令と順守確認 -頁8

７．代表者の見直し -頁8

 １．組織の概要

（１） 名称及び代表者名 株式会社　テク・ミサワ

代表取締役 三澤　俊明

（２） 所在地

本社・工場 〒　３９６　-　０００１

住所 長野県伊那市福島３０３

（３） 環境管理責任者・連絡先

責任者

連絡先 　TEL： 0265-72-2918

　FAX： 0265-78-1496

Home page：　https://techmisawa.jp/

（４） 事業内容

《認証登録の範囲》

登録組織名

活動 精密部品製造販売

（５） 事業の規模

創　 業　 1957年

資本金 1,000万円

延べ床面積 3，146㎡

従業員 30名

（６） 事業年度 10月～9月

（7） 企業紹介

真鍮、鉄、アルミニウムはもちろん、難削材として知られ

非常に高い強度を必要とされるチタンやステンレス材の

加工をしています。自動車部品、ガス機器部品などに

加えて人体に埋入する医療部品や成層圏を飛行する

ビジネスジェット機の部品まで、あらゆる分野の製品を

手がけています。

　E-mail： soumu@tech-misawa.jp

精密部品製造販売

（一般機械器具部品、自動部品、医療部品、航空機部品）

株式会社　テク・ミサワ　本社工場
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ホームぺー 会社紹介動画

製品サンプル

CNC自動旋盤



１．具体的に次のことに取り組みます。

① 廃棄物の３R(減量、再使用、再生利用)の推進

② 二酸化炭素排出量の削減

③ 水資源の使用状態管理

④ 有害な化学物質の適正管理

⑤ 不良の削減

２．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

制定日：

改定日：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長

環 境 経 営 方 針

　　三澤 俊明

＜環境理念＞

当社は中央アルプスと南アルプスに囲まれた実に風光明媚なここ信州
は伊那谷より、全国のお客様にクリーンかつ安全で、品質に優れた切
削部品をコンスタントに供給します。また、全社員をあげて環境負荷
低減に配慮した企業活動を継続させる活動に取り組むことを目指しま
す。

これらについて環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、
継続的な改善に努めます。

＜基本方針＞

2012年5月8日

2022年10月1日
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３．実施体制
１）組織図 版：2018年07月16日

※　各テーマ別のグループを結成、責任者を任命して、改善活動を推進

２）責任及び権限

・ 環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

・ システムの構築・運用及び管理に必要な資源を用意する。

・ 環境方針の設定・見直し及び従業員へ伝達を行なう。

・ 代表者による全体の評価と見直しを実施する。

・ 代表者に代わりシステムの構築・運用状況を監視、結果を代表者に報告する。

・ 推進委員会を定期的に開催し、活動内容と問題点の確認と改善を指示する。

・ 法規制等の取りまとめを行い、遵守状況をチェックする。

・ 環境目標を設定し、環境活動計画を確認し承認する。

・ 問題点の是正・予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行う。

・ 環境管理責任者の補佐、推進委員会の事務局。

・ 環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック原案の作成。

・ 環境目標・活動計画原案の作成及び実績の取りまとめ

・ 環境活動レポートの作成、公開（社内に備付けと地域事務局への送付）

・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・ 自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告｡

・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施。

・ 特定された項目の手順書作成及び運用管理。

・ 緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練の実施と記録。

・ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

・ 環境方針、環境目標を基本に定められた活動計画に従い業務を遂行する。

・ 環境負荷の低減、品質向上、安全の確保と業務改善の提案

・ 異常時、緊急時の報告
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環境事務局

総務：有賀

代表取締役

社長：三澤

環境管理責任者

社長：三澤

製造部責任者

工場長次長：三澤

総務部

有賀

管理部責任者

課長：牛丸

全 社 員
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環境中期数値目標と結果

　（使用化石燃料）×排出係数＋購入電力×ＣＯ２排出係数 kg-CO2/kWh)

《活動の評価》

１．５３期に計画した目標は、不良件数の削減を除き、環境負荷目標をクリア出来た。

2.寒さが続いたため、灯油の使用量が増えてしまった。

新年度からエアコンを有効活用して、削減に努める。

3,210 ○

実績

実績

計画

　CO2排出量算出基準

9
　化学物質の削減
　　　　　　　　　　(ℓ)

820
計画 812

実績 524

1%

○

8
 産業廃棄物の削減
　　　　　　　　　(Kg)

4,031
計画 3,991 1%

- ５/８ -

計画

0.482

実績

-36 - -36

×

7
一般廃棄物の削減
　　　 　　 　　（kg）

1,460
595.0

1%

-

21.8 1%

実績 9.7 〇

1,445

447
実績 433 -

6
水使用量の削減
　　　　　　    　（㎥）

2% 12.09

実績 8.41

計画 監視目標

3
LPG使用量の削減
　　  　　（Kg/百万円）

22.95
実績 10.38 〇

目標 22.72

実績 452,670

1% 22.49 2% 22.03 4%

2,328 2% 2,280 4%

実績 1,829 〇
2

電気使用量の削減
　　　 　（ｋWh/百万円）

2,375
目標 2,351 1%

-

 

4
ガソリン使用量の削減
            （ℓ/百万円)

12.46
目標 12.34 1%

5
灯油使用量の削減
             （　ℓ　）

22.0
目標

４．環境目標と実績の推移

第53期 環境活動 ※上段計画、下段実績と評価

環境目標
51期

(基準年)
53期

21年10月～22年9月
54期

22年10月～23年9月
55期

23年10月～24年9月

1,285.4 2% 1,272.3 3% CO２排出量の削減
  　 （Kg-CO2/百万円）

1,311.7
目標 1,298.5 1%

実績 956.3 ○1

kg-CO2総排出量

 

10
業務改善
　不良件数の削減（件）

49
36

45

2%1,431

3,950 2% 3%

804 2% 795 3%

3,910

○

〇

3%

  

  

21.6 2% 21.4

 

 

1,416 3%

3%12.21
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項　目 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

排出量 395,273 433,833 408,063 424,077 406,482 408,373 452,670

Kg-CO2/M円 1,222 1,165 1,153 1,212 1,312 996 956.3

電　力 0 382,463 355,501 366,752 354,719 375,843 417,301

ガソリン 0 9,995 11,620 10,899 8,960 9,275 9,239

灯　油 0 21,708 22,647 21,454 17,014 13,424 11,392

LPG 0 6,576 20,705 6,535 7,112 9,833 14,738

項　目 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

一般廃棄物 0 43 39 100 122 39 595

産業廃棄物 0 4,340 3,945 3,560 4,031 2,189 3,210

Kg/年 0.0 11.7 10.9 10.2 13.0 5.3 6.8

廃
棄
物

４．環境目標と実績の推移
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５．活動の結果と評価、次年度の取り組み
◎よくできた　○まあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

評価

１．電力の削減

・昼休みの節電（消灯） ◎

・エアコンの温度設定冷房２８度、暖房２０度 ○

・待機電気機器のスイッチ節電 ◎

２．ガソリン使用量の削減

・エコドライブ１０の実施(急の付く運転禁止） ◎

４．灯油使用量の削減

・ストーブの適正温度設定と温度管理 ◎

・適正な暖房機器の使用 ◎

・休憩時間の消化、隙間対策 ◎

５．一般廃棄物の削減（基準年比２％削減）

・分別と再生利用の促進 ◎

・計量と分別状況の点検 ◎

・ゴミ箱周辺の見回りチェック ◎

６．化学物質の適正管理

・化学物質の表示の徹底 ◎

・化学物質購入量管理 ◎

７．水使用量削減

・グラフによる使用量チェック ◎

・冬季の水抜き凍結対策 ◎

９．環境保全活動の推進

・会社周辺美化活動 ◎

１０．不良件数の低減

・不良発生の視える化、削減の改善実施 〇

・QCサークル活動 ◎

・身の回り/職場の日常の整理・整頓 ◎

活動の評価

  計画した活動が実行することができて数値目標も達成している。

次年度の活動

  更なる環境負荷軽減目標達成のための活動を継続していく。

業
務
改
善

廃
棄
物
削
減
化
学
物
質

用
水

活 動 計 画 取  組  の　評　価 次年度

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

社
会

貢
献

ゴミ分別の徹底、月の廃棄
物の量の把握を社内で周
知。廃棄物置き場の整理が
できていた。

継続

安全運転を心がけて走行で
きた。

継続

適切な温度で冷暖房を使
用。サーキュレーター等を使
用し空気循環もよくできた。

継続

グラフを作成し購入量を可
視化。

継続

使用していない部屋の消灯
や比較的涼しい日のエアコ
ンの使用を控えることができ
た。

継続
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毎月の全体報告会、部署ご
との毎週の報告会にて日々
の業務の改善。

継続

グラフの作成をし社内周知。

会社周辺の草取りを実施。

継続

継続
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6．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　(１) 当社に適用される法規制等と現在までの遵守状況

法規制等の名称
適用される事項

（施設、物質、事業活動）
担当 遵守

騒音防止法振動/振動規制法 コンプレッサー 〇

フロン類使用機器の定期点検

第1 種特定製品の修理・処分

消防法（危険物） 灯油の防油提（指定数量未満） ✕

水質汚濁防止法 油類の保管　排水濃度の測定 〇

労働安全衛生法 使用化学物質のSDS入手と掲示 〇

　(２) 違反及び訴訟の有無

　上記環境関連法については、遵守チェックリストにより、法規を遵守していることを

確認しました。消防署の巡回により危険物の取扱について注意を受けましたが改善の為、

取り組みを開始しております。

７．代表者による全体の評価と見直し・指示
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　 当社の業務に適用となる義務規定（一部それ以外を含む。）の主な環境関連法規等とその主な内容

総務

製造

今期も引き続きコロナ禍の一年であったが、前期中頃より続く、半導体関連部品や住宅関連部品、
アウトドア関連の光学部品といったコロナ特需が続き、売り上げを格段に伸ばした。その中でも評価
すべき点、あるいは検討が必要な点がいくつかあったので、基本方針の事項に基づいて考察して
いく。

① 廃棄物の3R（減量、再使用、再生利用)に関しては従来から廃油が特にネックとなっていた。
　 今期も春先にNC自動旋盤９台をまとめて購入したことによる設備増や、仕事量が増したことに
    よる稼働率アップによって、廃油が増える事が予想されたが、結果として目標をクリアすることが
    出来た。これは   設備した機械が製品と切削油を含んだ切粉を分離できるタイプであった事に
　 他ならない。この 結果は今後の設備投資に横展開していくべき事柄と考える。
     一方、ペーパレス化についてはだいぶ遅れを取っているように見受けられる。
    特に受注～加工手配に至る過程で毎回ペーパーが多量に発生しているのが気になる。
    来期はそれらをDXを駆使し、なんとか減量していきたいと考える。
② 二酸化炭素の排出量であるが、今期は目標をクリア出来た。今後はSDGsの１３番目のゴール
    「気候変動に具体的な対策を」と関連付けて活動を進めたい。
③ 水資源の使用状態の管理については受注量との兼ね合いもあるので、今後注視して行きたい。
④ 有害な化学物質の適正管理のについては現在大変良くコントロールされていると思うので、
     引き続業務の遂行をお願いしたい。
⑤ 不良の削減である。当社の社内品質レベルは向上しているが、同じように客先の受け入れ
    品質レベルも厳しくなっているため、全体の基準が高くなっているように感じる。当社の
    技術レベルは申し分ないため、どちらかといったら見落としなどのヒューマンエラーによる不良を
    削減して欲しい。

<順守確認：〇問題なし、▽見直し/修正、×改善要、－該当無し>

廃棄物処法

フロン排出抑制法 〇

〇
一般廃棄物、産業廃棄物（金属くず、廃プ

ラ、廃油等）の適正処理

遵守評価日　2022.12.25　担当：三澤




